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.米国の海洋地質についての一資料

その1

最近では海外における海洋地質研究の動向を知るための情報

や資料のへ手は比較的容易になりて書でいる.しかしそ

れらに関してのまとまった知識蜜たは具体的なその内容を知

ろうとするときには多少の不便を感じざるを東ない自ここ

では来園の一あくに政府機関の一海洋地質問遠の仕事を短期

間の滞未申の見聞をもと絶して欝至表のような内容と煩津で

坊城'俊'厚

展望してみることにする.

多くの専門分野から構成套れている海洋地質の業務を深く掘

り下げまた多くの関連機関の業務に幅広くふれることはむ

ずかしいこ麦であ瓜し危がりてこの小文は来園の海洋地

質に関係した仕泰の王断面についての資料と私見を提供する

にと一ど凄ることとなるう､

第1表

令関連機関と繁務の分野

令連邦政騎の仕事の要約

地質翻養所鉱山局沿岸測地局他

勢調査濠と技術

舎深灘試すV'(“DSDP")

禽海城の地質図

禽鉱物資源とその大陸棚恋とに棚ナる欝轄権の問題

第2表

(単肱:百万ドル)

省肺名11鵬錯隼度1

(大統領提胞見稿)■

国防省1肌9

内務省奉1?8･2

国家科学基金(NSF)申,45.4

商務省‡40,6

運輸省32,3

原子力委員会11.些

保健･教育･厚生省618

国務省7.1

国際開発局(森至D)4.6

スミソ写アン研究所ま2.8

国家航空宇宙局(洲ASA)1,7

計528.O

備

(1〕参考欝料

②非海洋地衝薬繍こ闘遼の

深い機関(軍閥係を仰ぞ

く)

㈹1鰍埠瞳総額

47王､魯百万ドル

ユ969〃

431.8〃

者

2による

命関連機関と繁務の分野

末尾の参誇資料の申で本邦では科学技術庁の出版物

米国では大統領の議会報告などがこの項目についての

情報｡資料をかなり手ぎわよくまとめている.

しかしこれらの資料には仕事ρ具体的内容などはほ

とんどふれるとこるかないので以下ではっとめて実例

などをあげながら関係機関の業務分担などについて描

いでゆきたい.

連邦行政府所属の省の約半数にあたる6の省および独

立機関(国家科学基金など)の5つを合わせた!1機関が

いわゆる海洋科学の仕事に大なり小なりの関係をもち

それぞれの予算規模などは第2表に示されている.

海洋地質の関係にしぼった場合には米国ぽ為ける関係

業務の全体的な範囲と配置は篤五回として漢たその主

要項賢別の予算規模などは第3表のようにまとめること

ができよプこれらの図表などをもとに以下記補昆的

に解説を試みる.
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鱒米国での海洋地質の仕事は連邦政府州政

府大学民間企業など多くの機関がそれ

ぞれの立場からそれぞれの特徴をもって

基礎からその麻用あるいは企業化にいたる

領域を分担している｡政府部内には海洋

科学全般ぽついて宇宙におけるNASA

のような強力な中心的機関は存在しないし

その一分野である海洋地質に関係しても同

様のことがいえる｡業務は連邦政府の各

省庁に分散配置窓れている傾向がありそ

の間には部分的な業務の重複があると指摘

されている場合もみられる.ただし海洋

科学金般の国家計画とか調整の業務につ

いては大統領を補佐するいくつかの審議会

(TheNatめna王C⑪uncilonMarineReso一�
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策3表米團政廠機関の海洋地鷺関係経費表

;残務省

啓�

内務省

啓�

内務省

;む轟G竃

�南

1内務省

器替｡

1蟹ぎ｡

1(鵬舳)

口｢ce轟andEnginee｢…ngDevelo脾entその他)が

あるしさらに海洋地質ということになればその

主要な中心的実施機関はやはり米国地質調査所(内務

､省)をおいてはほかにあるまい,

しかしこの1｣点は日本の場合

においてはきわめて実現が困

難視されるところであろう由

鱒連邦政府部内において業務の一部重複がみられると述

べたがこれは“群勇割拠"の無秩序振りというわけ

ではなく海洋地質の分野でも護だ境界領域的な分野

が多数存することに主因を求めることができよう司

さらに米国にあってさえ海洋関係の業務ぽ対する組織

化は現在必ずしも十分とはいえずこれは後に述べる

新機関(NOAA)設立の動きとなって現われてくる｡

以上の境界領域や組織の未熟さのカバｰのための努力

は種々の形において行なわれている､すなわち

A連邦政府内の関係機関相互における共同調査研究(たとえ

ば地質調査所鉱山局沿岸測地局等によるべ一リング海

の探査)

息地質調査所と1!大学(研究所)との閥の共同研究契約にも

とずく調査研究(1968年度)

A地質調査所海洋関係支所の著名な大学海洋研究所所在地近

傍への配置(第4図)

ム深海試すい業務(JOIDESまたはDSDP)における

官･学･民の共同(後記)

ム政府機関と民間企業の業務分野とその協同方式のルｰル化

(43頁参照)

鰯海に関する地質資源の調査の

実績そのデｰタをもっとも豊

富にもっている国の1つが米国

であるということについては

まず異論のないところであろ

う.

既往の出版物文献の量数

種類あるいは10指に余る海洋関

係の通俗解説雑誌メナｰド･

メロｰ氏らの著作の中にみられるデｰタの量ほそれを

示す.コ減ンビァ大学のラモント研究所に松本利松

都城秋穂斎藤常圧譜氏をたずねたときにも研究所の

廊下の壁の海図におびただしい数のピンが立てられて

いたがこれらは大西洋において実施された堆積物な

どのサンプリングの位置を示すとのことであった.

米国での公表されたデｰタの星もさることながら国

家の安全保障あるいほ企業経営等に関連して目の目を

みない未公表資料の多数あることも想像にかたくない.

石油会社は大陸棚等における探鉱に年寿巨費を投じ

その額は連邦政府関係機関が海域の地質資源調査に

使用する全努力の約25倍に達するともいわれている.

しかし民間年業のデ｣タの大部分は一般への利用の道

は閉ざされている.

鰯公表未公表をあわせとにかくかなりの量におよ

び質的にも一級品を誇る諸実績デｰタをもとにし

て米国周辺の海域に関する地質は何がどの程度解明

されたであろうか.全体にわたってこれの詳細を述

べることは到底私の能力外でありまたできたとし

てもこの紙面には盛り込み切れない.この点につい

ては後で述べる地質調査所等の業務の中でできるだけ

答えることとするかここでは第2図によって最初に

ごく大まかな考察を行なう.この図面を一見して気

の付くことは図示されている情報はきわめて定性的な

表現であることだが次のようなことを読みとること

ができると思う.

公官･学･民にわたる研究者技術音の頻繁な人事交流

といった協力協同体制が組まれていてそれらが

かなりスムｰズに運用されている大きな原因は最終に

ある｢人事交流Jにかかっているように思われる.

蕊大西洋沿岸海域は*国歴史の伝統をうけて知識の保有地

質の解明度が高い

森ヶ一プり一ドを中心とした海域はウスホｰル海洋研究所

ラそソト研究所等のホｰム1グラウンド的地域であって資

料が多い古ケｰプ･コｰド南方の海域はワシントンζ�
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ユｰヨｰク等のあるメトロポリタン地帯を背後にひか免た

重要な部分であり調査がすすんでいる

鬼ルイジアナ沿岸海域は石油探鉱フロリダ半島剛肪抽よ

び隣接海域はブラック･プラトｰの調査とその海域に為け

喜

太

平一

捧

＼､

匿嚢覇鮒1G剣

1三:]抑れ㈱サ)

E…ヨ少ない鵬｡)

第2図米国周辺海城における広域地質の知識の保有状況(内務省資料)

る金属団塊燐鉱に関する探査が遼んでいる

“蕊テキサス沖などメキシ醐溝の浴津浄含蔀は石油硫黄の探

鉱からえられた知識為よびハリケｰン対策の1つとして

の沿岸海域の応用地質学的釦織が比較的豊富である

愈太平洋焦につレ･てのメキシコ團境に近い南部カリフォルニ

ア海域はスクリップス海洋研究所のホｰム｡グラウンドで

ある.その北方の瞬サンゼルス沖周辺は石油探鉱に関係

してデｰタが多く海底地質の解明度が高い

妓サンフランシスコ周辺の海域と湾港等についてはサン･ア

ンドリアス鰍層紀蘭する学術的ないしは地震予知対策とし

てのデｰ幻糠近吏られさらに付近における急速な臨海

都市の膨張に関連してのデｰタの取得にみるべきものがあ

る

妓カリフォルニア北部榊オレゴン州“ワシントン州の沖合海

域は砂鉱床讐に関しての調査および学術的観点を主とする

広域的調査が一部行なわれている

Aしかし太平洋沿岸海戦に関する知識デｰタは大西洋'

メキシコ湾に比べて一層断片的である

�〰�

繋締豊膿1繊十漱11辮

1=/一ム沖砂鉱鯛姦

2:ぺ一リニぜダ海打

3:アラスカ湾･

4:ワシントン州沸"

嚢:オレゴン･北カリ7オルニア沖π

餐:コルデル.ドレｰクス湾堆

7:サンフランシスコ湾"

餐:サンプランシ風コｰモンテリｰ沖"

9:窮カ.リフォルニア沖"

10:コロナド･パンク"

11:テキサス沖"

12:メキシコ湾〃

131プ五ルト1;コ南西沖･

1率1フラッタプラトｰ"

15:米国北東部陸棚･

16:メイン湾"

泌変調査所の今撲の調査予定

言:オヒア茅糞力沖調盤{石油}

2:ぺ一'シダ緯輪壷およぴべ一jン

3:アりユｰシャン･トレンチ藷鋼査
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ムアラスカ州周辺の海域についてはデｰタが少なく地質も不

明な点が多い最近のノｰム沖の砂鉱べ一リング海の広

域的調査アラスカ湾の石油構造等を対象とした調査等は

未蜘の海域に曙兇を投じようとしている

畷第2図とその説明に関連するものとしてこの辺で連

邦政府あるいは国家的計画としての海津地質業務の

目標についてふれることにしよう膏地質調査所等

各機関別にそれぞれの業務の目的1使命があることは

もちるんでそれについてやや詳しく後で述べるので

ここではそれらを包播した国の金般的なゴｰルともい

うべ書ものとなる､地質調査所の員標も大陸棚陸

棚斜繭さらに深海部をふくめての地質,地史あるい

はそこにおける鉱物資源などは向げられているし米

大陸周辺だけでなくてノ･ワイ諸島などの海洋島周辺

部をも地域的にふくんでいる,一方大学の海洋研

究所の業務はロｰカルな問題もあるけれど後記の深

海試すい(DSDP)のように深海あるいは中央海嶺

にその研究の場を求め内容は恥学術的κ凧探検的"

な要素を強くにじ裏せながら現に大酉洋太平洋

を対象としたものカ桁なわれている｡これらおよび

漁業その他の種々の分野からの要求などにもとずいて

国の海洋科学全般の目標の王つとして提案されている

ものぽ次カミある.

威第1段階の目標として水深2,000フィｰトまで

妓第2段階として水深20,000フィｰトまで

以上の水深20三000フィｰトということは海溝等を除い

た大部分の海洋がこれに入ってしまうわけである.

鉱物資源の利用(採敢)は第五段階の目標水深の半

分の工,むooフィｰト漢でも危りかしいのか現状である

から土記はさしあ花っての長期的な努カ黒標という

こと紀外恋らない由じかし葡記のような太学1研究

所の活動状況や噛簿燦麓⑳團際搬緯(工鮒鋤該毛1籔

蝸王D竃臓舶赫O総鋤蕊理王破就池迅)｣の計薗の王つ

あして提曙慈れているペルｰ1チリ海溝の探養欝のζ

&も誇免めわ世ると書米園の海洋地質がと削坤

園の等でとき紀国際鴇同を通㍑て全地球的規模で

展開しつつあるζ当を認めざるを免ない曲

鱒海洋地質に直擦閥擦陣淀ず害わっている来国人の多

くは海洋地質の関係業務の現況に決して満昆はしてい

ない昔篤蔓図紀示養れるような地質に対する細識の

保有状態その解明程度では海底薗の利用有用鉱物

の擦敢等の実際爾あるいは陵上におげる地質に対応

した如見というようなことから考えて現況は全く不

十分の一語につきるとの見方である｡色々な資料の

申で次のような言葉にしばしぱ遭遇する｡

｢挽征では深海をふくめての海洋に関する地質鉱物資源等

の知識はほとんどまったく何にも判っていないということ

秘で慈る･…その情況はわれわれが米大陸において100年前

に隆域の地質に関しておかれていた立揚とよく似たものであ

る｣

たしかにこのような見解は支持することができる.

第簑図についての前記の説明が来国周辺の大陸棚等の

地質や資源の状況はもう立派に解明されているとの印

象を与えるならそれは大きな誤りである.この事態

についての説明は多書を要しないであろうがいくつ

かの例によって事態を裏ずげてみたい.

姦米国に隣接する海は広大である

大陸棚の面穣…･約219万㎞2

陸棚斜薗々積…･〃123万"

大陸棚だけについても目本のそれの8倍強である

蕊海洋地質に関係する国の事業費は第3表のように約22百万

ドルでありこれに顧象科学基金等からの支出大学研究

所の経費讐を一切あわ音ても海洋科学関係費全体の中に

占める比率は僅少にとどまる.民問石油企業などによる

探査費は巨額と見積られているカミそのデｰタは国による

広域海洋地質の解明には原則的に利用不能である

瓜

婁.嚇G登鱗畿笈餓(メン欝バ舳夢)

萎.o螂G躍薫歳ヤ支蛾

遥｡Q燃腋伽楓夢似形鋤云''

婁.o滋鰯㌘窯熱一泌笈鱗

箏蜘纐係

ヱ｡ワシン蚤汐狐ζ寮雛

婁｡苧考プ鯛茅糠簿紘鋤繍舘粂ン索一

鰯爽襟畷綴

重乃淋刈雌緯繍鋤琢

'蓑3遼ン蚤銘質研究所

婁岬イア婁潟涛科挙研兜駁

壌･災夢ijツヅ黒縮隷駿駕蔚

○鱗鰍奮臓還抑μ

⑩秒れ灼抑イ箕(繊離鮒)

②卯㍗肌･抑μ(雌鯛鋤鈴繊欝畷)

③4吋一1双玖･約μ(繊灘華餅坤館聯)

繁遂鰯内務省海津遡質関係機関配置図

(名薯大学付属海洋研究所位置を参考として付記)�
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蕊関係研究者技術音の数調査研究施設砺矧棉jの組織

化は日本の場合}ζ比べてたしかに強力であるが締述

のような全地球的(全海洋的)規模の観点からすればそ

れらは問題にならぬほどに弱小あみてよい

血海域の地質調査の際の作業環境は陸上に比べて一層巌しく

水塊ぽはばまれかつ着い堆積物砿:く潟潟われた海底調査

に対する画期的な技術は未だ来園においても開発され

ていない

鱒ぼう大な組織力と資金に物をいわせて米国が海洋開発

の全般に花々しい成果を収めているという見解は簡単

ばは受け入れられないであろう｡海洋地質に関する

もののうちたしかにすぱらしい成果はあるが多くは

今後の努力にまたれているものと考えられる､その

ような努力の1つか国の海洋科学闘係業務の調整と組

織の再編成という形で提唱凄れている.N0仙犠想

がそれである.

現在各省庁に分散している海洋開係業務と組織をあ

る程度一ヵ所に集中しようとするものでその予定さ

れる主要任務のうちには以下のようなものがみられ

る.

蕊海域の鉱物(鉱康)⑳蹴律位置広がり性状の調養研究

を行ない鼠聞企業が行なう経済的能率酌なよ簑精度の

高い燦鉾および鉱床評価を誘導する

ム海津科学技術･資源審議金が勧沓した園象諦爾の遂行の責

をもつ

蕊海洋環境の利用についての基本的なサｰビスの提供この

刺こは海図作成地震観測測地地磁気箆九等の測定

に役立つ地球物理的業務がふくまれる

蕊海洋に関する情報技榊こ関係した鰯際脇カ

上記した項目をふくむかなり広範な任務が予定され

.るNOAA(Nat三◎服王O鵬獅池弧δA航船出琶エicAg一

竈nCy)は新設の機関として海洋および宇宙関係の国家計

画(軍関係を除く)の遂行の中枢的位置を占める.当

面の発見にあたっては沿渚醤傭隊(C㈱亡G雛d)環糞

科学事業局(商務省)商業漁業局(内務省)などの仕

事と組織を軸としたもの(人員約蘭圭000人観測鉛約

320隻)が予定されているが既存の海洋字宙関係機関

の業務にはかなりの影響がでるとみられている由

しかし提案(勧告)の現状では海洋地質関係業務を担

当している地質調査所鉱山局の仕拳への波及はさしあ

たって直接的ではない､

令機関別業務の婁約

海洋地質ぽ関係する連邦行政機関のうちでまずとり

上げられるのは内務省の各機関である､内務省は一口

にいえば決然資源についてのお守り役でありて商業漁業

局とか地質調査所が所属していていわゆるC云∀豆fの海洋

関係の役所としては最大クラスをいわれている,

内務省の外に関係の深いものとしては商務省所属め環

境科学事業局(沿岸測地局がこれに属する)の仕事等を

書き落せないであろう.

地質調査所(砒量㈱s竜銚鵠臨曲蟹量$拙馳欄y)

｢地質ニュｰスJの鶏1蝸号などを参照としていただ

ければ判るようにこの機関は日本の地質調査所に比べ

アメリカ地質調麓聯郷滅塾雷童鷲鴛G㈱茎⑩嚢貫関係船欝の麟郡

鰯,'蟻鐘蟻畿擦簸一蟻鐘鱗

アメリ勿地欝鰯麓繍の賊a哲i醜G聾｡亘⑰鰍綾曲drolo鮒

(メン揮ハｰタ)玄関兇の麗示物�
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て桁違い1こ大きな組織と資源管理ある

いは地形図の出版とかいったような広

い業務分野をもったものであるか海

洋地質についても連邦政府部内におけ

る主導的機関である｡その業務の目

的をするところは

妓米=国周迦のコンチネンタル{マ…ジン

(篤5顕参照)の地質の骨格の解析と

情報の提供

ムコンチネシタル･マｰジンおよび深海

部の鉱物資源についての賦存可能性の

大局判断と評摘

嵐工業地帯港湾割ζ隣接する海賊の海

床堆積物等ぽついての庵周地質学約

嚢

I大陸鮒臓

(鰍僅獲豊鎗壺)

�

義1

{大鰹鰯1

r秒

1平均鰹嚢5㎞はト鰍剛

岬均傾斜け遂･3｢

;葦

1大嬢殿並象寒;

�

(co榊固轄酊talで芭榊配色)

海洋

平均水深130皿

水深至,妻0ト3,200回1

平均水深4,000皿

次

藪ソチ率ン釣いライズ

(c㎝童1㈱1邊1跳e)深海底

パ

コン争承ンタノい叩一ジン

｣二上燃棚鮒

鎌5鰯〔講誇資料i§弼霧婁による

調査と研究(地驚予蜘等に関する地質的調査をふくむ)

蕊深海その勉紀関しての海洋地質地球物理学的デｰタ

鞭の獲得と3ンパィル

妓海洋探査についての国蜜花は国際計画への参加を賛献

惰

などであり1要約すると“コンチネンタル･マｰジンを

主とし花海域の地質を地質学的地球物理的地球化学

的観点から3次元的に解明する身ということになるであ

ろう拮ζのような目標での最近の薬務を瞥屍するため

に第4表と第3図を作ってみたがこれらにもとずいて

業務の内容な妊若干の解説をするζととする苦

業湊は大ざっぱに次のように分類することができる串

妓広域1多目的な概査

(例㌻㍑驚鴛認鰐鷲ど篇つ

ム鉱物(資源)に密着し限定された海域のやや精度の高い

調査

(例ゑ1烹1大フ㌃墓1ζ1義)

金沿岸海域の庭用地質

(例:㌶忌㌫糖テキサ機の堆積物およ)

愈基礎および特殊研究

(例:鰐慕船11溶鴬地篁磁篶篤砂金)

底鉱物資源関係デｰタの編集と総合評価

(D弾SeoM)

訳語中‡は泰考資料16鞘は同17による〕

ここに分類中区分を行なったものば大部分過去3～4

年剛こ実施されあるものは1970年度以後に継続される

ものであり考え方の基本としては前に述べたように

米国周辺海壊(ハワイ諸島などをふくむ)の全般を対象

としたものである.しかし種女の制約をうけて実際

には中冷思ったように調査研究の進展が図られない模様

であり現状は組織･系統的な業務を理想体制のもと

に実施しているとはうけとりがたいように思われる.

このような事情を背景として地質調査所の業務をもう

少し分解しその特徴問題点を拒んでみよう岳

鱒まず従来の業務は後で述べる長期(20ヵ年)計画に

みられるような定縮尺の地質図作成の業務ではない.

しかしながらべ一リング海などにおける広域にわたる

総合的概査を一部にふくみさらに鉱物資源に関係

したかなり広い範囲の調査などによって資料の蓄積は

相当程度に達しているのでこれらをもとに逐次定

縮尺の地質図作成ぽ移行することは可能であろう.

つまり従来の備蓄は今後の系統的地質図の作成調査の

いわ1ま準備段繕の毛のとしても利用1評価される

であろうが今後直ちに任意の海域に関する定縮尺の

地質図作成に踏み切るζとができるか否かについては

前掲の錦盟図をみても疑問の余地が残る.

織餉にふれたように大陸棚と陸棚斜面に限ったとしても

米禺周辺の海は広大であり随所に未調査区域を残し

ていることは容易に想像される.地質調査所の業務

の重点の五つは明らかにこれら未知海域の探餐

に指胸凄れておりべ一リンク海等アラスカ州周辺部

に“)いてのものはこの好例とされている.�
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策4表最近における米国地驚鯛麓所び)遠繋繁務一覧(太平洋～メキシコ涛～カリフ海～大雨洋勉)

調査研究海域(研究項目)

調査方法および純機闘と幻

共同研究

主要業務室恕繊戚黒

アラスカ海湾

ヘリング海

アラスカ･!一ム神

ワシントン州沿岸海城

オレゴン州南部黒砂等の調査

研究

北カリフォルニアクラマス河;

デルタ地域等の調査

サンフランシスコ湾他

サンプ茅ンシスヨ～モンテェリ'

イ溝城

南カリフォルニア海域

全メキシコ湾概査

メキシコ湾堆積鋤の研究

テキサス州沿岸海域

プエノレトリコ海域(カリフ海)

ブラ猟ク語プラトｰの鉱物

(大西洋)

北カ漂ナイナ沖調査

メイン湾韓米国北東部周辺海滅

潜水調査船けルビン｣による

調査

大西洋陸棚の古生物研発

深海試すv'コアの研究

ハワイ諸島燭迦海域

鉱物資源騨価

音波探査サンプリングアタ

スカ大学爽研

音波探査サンプリングi}

ツジ海底撮影ワシ列ウ大

学治岸測地局地との爽概

ヤク券ト湾南東の黛滴構造の発見フ4蓄〃ド印の艦機物研究氷河地域の重金属

鵬擁鱒燃僻

ノ刷ふ紳欝ぺ一リンダ海域の新第三線⑳3艦繍鏡地⑳繁鳳(覆漁集襟⑳可能性)

べ一リング灘域の氷河繋遼状況の携憲チリ城フ(鮎…赦㈱)海鑑を弗らとする

耽泳膿海溝の探査割こよ蕃砕鉱賦存の可能憧チリ鷲フ海盤を学心とする砂金の分

沸姿態の概況セント1ロｰレンス島の地質の解鯛べ一リング海峡付近の海域地

質

搬鱗サンプリガ鮒1卜榊の砂鉱`こついて卿や馳憾沈棚織ぶぴ沈好紬幼発

い鉱内局と共同調査…鶏試すい割こよる砂金の含有量の決逢お丑ぴ堆積働の鉱物研究

者渡磁気探査サンかダ㌧リ比ック半鰍び周辺㈱鰯艦の蹴の絶握(蛾離)

;驚楽器鰯ワシ∴釦鮪盤

表層中の

サンプリング磁氣繁鐙絵薄

地質調査オレゴン州立大学と

の燕研

腕流晦麦O正d～測鮒C⑰郷間の海成段屍の研究泳いゴン州繭部の陸棚1こ紹げる黒

砂(滋蔓&轟鋤a)の概況A皿⑳農繁異常地の発兇隣接する陸域河州流壌の堆

織為よび砂鉱研究

脅波探査サンプ.リング沿樺

簸質調査一部スクリップス海

洋研当燕研

音波探査サンプりシグ採水

水質分析

クレ食ソト布潤遁軸よびクラマス･デル桑村近の蔦ア串シ放黒榊(N餐雛幽燃豊)の

調査デルタ堆積鰯の形状箆鉱物の濃集異欝地の携兇背篤三神嶋匁る鷲叙の

確認

サンプ賞ンシスコスｰスン湾等の地質水簸地球化祭的デｰタの筋収と解析

讃鰯新規堆積物とその下彼幻藍盤地質の機逢断鰯の驚寛人P集密飽欝の海湾の

応期地質学的見地からの調養と研究(地嬢予釦港湾土球欝)

音波探査サンプリング

サンプ受ンシス寓串爵～矯ン労楓リイ鱗擦海賊の錨頚構造とくにサいアレドレァ

ヌ断層等の構造線の遭麟竜ンタ雌蔓イ海容響の飼養

サンプリング

≡コン表プショニ/岬～メキシ饒国境周迦海賊の機積物緯成研究重鉱物濃集カ所の擬

ド

音波探査(海軍の糞援)

≡メキシコ湾全域の地質潟よび地質構造の大翼1ζついての概養岩塩貫一ム様構造多

1数の発見(癖継鰯辮)

サンプリング沓穂室内分析

テキサス大挙兵研

音波探査サンプリング鯵域

畿尺試すい空中導輿(動ラ帥)

脅波探査サシブジンダプ皿

ルトリコエ榮開発周共研

サンプリング各種分析ヂ舳

矛インダ

フ目リタ半島近海の機積物の有機物の鰯菱餅窺メ率シ醐湾深海部堆積物の組成研

競(丁甘亙b旦diteとする)

コルパスクリスティ～リオ1グランド付近の携讃躍鏡幾部地箪構造海岸地形変

形籍の調査ハリタｰン割ζ関係す義鰐災地質鯛蜜

プ江ルトリコ南西部局迦海賊の重金属看滴ガ災鉱床に対する地質駒評繍地質

構造の概況薮海谷の発見馨

サンプリング

音波探査サシブジンダ

潜水観察ウス淋桝ル海津概窺

所と薬同調蜜

採取試糊砧る室内概観鳶畦

ブラック･ブヲトオｰ北部のマンガン顧簸燐鉱の操駁分析簡尊な鉱鐙計算

比較鮒水深が銭く離崇が小細'､削確湊駒な輿瞭が講麦られ薦

≡塵驚鉱物組成その重金属濃集状況等の鰯養研究

≡メイン湾の底質(砂)の重鉱物纐成(とく1ζ氷潮との関係)メイン湾～黒胤一ヨ

1一ク職およ燃㈱鰯養砂鱗源!し⑭離㈱糊さ泌

分析筆内業

ブ雪ツクヅラトｰ破船n置箪熟成敬海苔などの地質純漕観察(水深約1600㎜ま

で)

測深海嘩写蔦磁気擢薮^

畜…治桔測地燭と熱潤

宥孔虫オストラコｰドヨコリスマンモス(マスト洋ン)虹関する盲焚物学研究

1灘部臓抑(Jα鵬)η一至ト嚇独榊j脈蝸閥鰍鰍質等の

1脇か欄すい孔職㈱下水1鮒欄

呼ナｰ瞬ア箏火1!1の海獄延長の調査ビ側ラバ響の海中鎧欝幽3榊獅の海底地

形と磁気紛嚇との闘遜

情報分板編集鰯繭妓傲繊

…蒼種繊準産鉱物についての鷲料集収僧報分析1は慈資源酌評価成因論鉱物資

源分布鰯などの総評と黒ンパイル�
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これに反して大西洋側(大陸棚を主とし)について

はここ数年来の地質調査所の調査および大学研究所

などによる調査がかなり進んでいることは第2図など

によっても察知されるとこでありこれらをもとに定

縮尺(おそらく1/250,000)の海域地質図の作成が近

く着尋巷れるであろう白

蟻業務のかなりの部分淋直接間接的に鉱物(鉱床)に

関してのいわゆる資源調餐飾要素を強くもって

いることはここに指適するまでもない.その内容に

鱒海洋地質部門の組織については後記するが王962年の

組織の設立以来国内にいくつかの支所を分散配置し

て業務を推進しているカミその組織化については海洋

という大きな対象に照らして決して十分とはいえない.

しかし現在では他機関をくに大学研究所他の政府

機関との協力ないしは楽同調賓を盛んに実施して

査(後記)｣はスクリップス等の大学研究所による合

同事業であるが地質調査所も試すいの事前予備調査

を担当するなどしてこれに協力している.

鱗地質調査所の仕泰の質的1範囲のうち組は簑ンチネシ

タルづイズや深海底など水深の大きい海壊あるいは

ハワイ諸島などの海洋島周辺の調査をふくんでいる｡

しかし大学の行なう学術1探検的業務あるいは｢海

洋探査の国際10年｣などによる国際協同調査終兇べる

ときは地質調査所業務の員ざす海域は㎞般に小じ

ん凄り&していて現実には大陸棚蜜幸心詮するも

のが優位を占めている.

鰹前述のように海洋部門の設立は地質調査所ぽおいては

1962年で環窪の綴織は策6図に示されるが1調所

地質局傘下のやや特殊な位置(正規のs必搬茎曲篶で

はない)にある,園内s労所に配置されている支所

等(第述図)についてその概略を列記してみよう.

地質周

尿奏砺｢

｣一一一`｣

隔謀醐

○纈画里離舳1也詰

｣`･･一｣

鳩且;舳臨｡l

L㎜納榊榊血J

繍辛地質･水理オフイス

0雌蝸誠鼻!鮒i舵O{0108}1

匙葦毎垂m一直轡工OHCH〕

ワ量}トンD.c､

0MG鐵鰭繍釣娠

削け〃』エアりンロパ'ク

0MGHラ派ヤ支所

カ岬フ寺ルニ1'書ホヤ

○咄CHコルパス･ク1jエテ4空所

テキサ王コ'レバスタ11ステ{

⑪腺G貝ウス桑一ル支所

〒サチ^七ヅ7ウ去ホ'ル

/海津地筑関係､

､オフィス支所ノ

(局)

篇6図来園地鼠調査所内海洋関係組織図

(*国上組質調査筋資料割こよって調製)

ワシントン:

GSビルディング内に管理的業務にたずさわるごく小人数が

いる.

ラホヤコルパス･クリイステイおよびウスホｰル支所(と

きにフィｰルド.･オフイスと呼ばれる):

それぞれ数名以下の研究員等が配置されている,

西部支所:

カリフォルニアのメン回り仁クにあって調査所の海洋部門

中最大の規模

専門研究員約35人その他の技術者なとをあわせて約80人

庁舎王棟(海洋地質および水理地質研究室事務室会議室

堆積実験塞化学分析窒測関蜜等)

別棟王糠(岩石試料処1姜蟻工作蜜物理探査機器整備蜜

サンプ々倉庫調査機欝保管蜜等)

な潟支所のうちラ赤ヤ潟よびウスホｰルはそれぞれ

スクリップス船よびウスホｰル海洋研究所と潤一地内に

あり亜紀連携をとり合烈ているこあは節記したか各支

咀所の地理的分布からそれぞれか分担す各海域は量とし

て次のようである彗

蕊ウスホｰル爽砺一一米園東擦大預洋

蕊誠汐パス1クリ蔦矛イ糞帥一メ等シ繊湾滋リブ海

蕊茅淋杓泌び臓部爽脈∴太平洋ア賞ス別ト脇蛾

地質調藍所の海洋関係の寮業箏欝⑳概規は第儀表記

みられ肋童醐O年度は遂70万ドル(邦貨換算約五7億円)�
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策5表米国地質調査所沸祥地質鰯燦綴鍛畿

区分�1967����

�(FY)�1968�王繁嚢��197ザ騰考

(1〕研究(研究調査船費用)�3.0�2.9�2,8�婁､1�･箪敬1頁万ドル

�(0.2)�(6.2)�(c,2)�(⑪｡婁)�

(2断機器･技術の開発�����{螂峰劇嚢大統領提出見積編

�O�0�O�0�1螂碑魔はM町1鵬Scう鋤｡eA胞fs

(3〕陸域部癒設�O.1�012�0.2�0.1�1鰯寧版からその他は間工箭9年版1ζよ

ω主要機器�O.2�α婁�0苗婁�0.1�る

(5作業(サｰビス)�◎｡6����･金額刺こは人件費15%程度をふくむ

��O,8�1.王�1.4�

一一一'一一一''1��｣…皿■■川…��I…�

〔計〕�〔3.9〕�〔雀｡王〕�〔遥.3〕�〔裏.7〕�一■`'■'』■^□i

1/250星000中間縮尺の地質解析

鍛初の§カ隼閥に全コンチネン

夢ル帝呼一ジンの8%程度をカ

バｰし20カ年の問に全区域を

完了

王/62,琶00程度の精査1

鉱物資源賦存上の重要海域地

軍解明上の鍵内海域等について

上記2種の地質図作成と平行さ

せる.20カ年闘申にコンチネ

ンタル1㌣一ジンの約5%がカ

バｰされる

である.予算金額上では慧年増加を示しているけれど

米国における諸物価の上昇率からみて実質自勺な予算の

伸びは僅少にとどまっているものと考える由

畷さて地質調査所の海洋地質関係業務の現規模はその

目的並びに国家機関としての責任の度合などからみて

きわめて不十分なものであり現在のぺ一スでは

たと克はべ一リング海の概査でさえ約10年の雪子を･

要するとされている.現在立案されている20カ年

計画は政府都内で完全にオｰソライズされたものでは

ないがその骨子は以下のようなものである.

(期間)1970～1990年度(20ヵ年)

(概要)米国周辺の･コンチネンタル･マｰジンを対象とした

定縮尺の地質図の作成編集

1/1,000,000縮尺の概査:

最初のδカ年間に全コンチネンタル･マｰジンをカバｰ

経費の確保等は大国米国にあっても頭の痛い問題であろ

うと携察される､

廠民間企業1こ対し今後一層の進展が

図られると考克られる海域鉱業の発

簾の墓磯を繁く｡そのためぽ必婁

な海域の鉱物紀関する情報デｰ夢

の簾蚊を解析基礎的な機器技術

の開発鉱業による涛簸為よび法規

関係闘題をふくめての鉱業環境につ

いての情報を基礎技術

蕊将刺ぴ3け葛海水中(溶存)の鉱物

海洋のエネルギｰ供給の可能性につ

いて漿)譜検討

などである､これらの仕事の基

本的な立場は現在海域の鉱物資

源の開発技術は多くの閑雌性を

ともないハイ1コストであるの

で蜘待機関こそが最初のステヅ

地質調査欧の蒋用鯛数船酌亘雛三竈母

鉱は燭の鶏燭鰯沓総｡r豊醐至奮｡芹琶級号

をそ妙鷲衡こみ免砧Virgi11iaC至芒y号�
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プをとリ広い範囲での情報デｰタの集収を自ら実施

して民間企業の誘導を行なおうということである.

では業務の現況はどうであろうか｡

騒業務は2つの段階に区分されている､

蕊採鉱の荊段として必要な鉱床形態の探査およびその技術に

関するもの

愈第2段階としw)探鉱法鉱有処理技術をふくめてのいわ

ゆる鉱業システ表の開発

以上のクち現在業務の強調分野は第五段階の鉱床探査

に関するものであり螂7年度以降の主要なものについ

て項目別に多少の説明を加える.

いるという.

働鉱山局における海洋関係の仕事の大部分は海洋鉱物

技繍勉ン参一(Ma正三蛇Mi雌閉王Techni惚呈Cent航

一カリフォノレニアのティブロン在第4図)の施設

とそこにおける約70人の研究者技術者によって行な

われている｡一策1段階の業務(鉱床探査とその技術)

を主とする現状からその人員構成は地質地球物理

鉱山関係機械電気(エレク｡トロ臭ックス専門家を

ふくむ)測量など幅広い専門家を擁しており年度別

の泰繋等醸は次のとおりである.

1968(年度)19691970注*金額単位は百万ボル

アラスカ･ノｰム沖の砂鉱床探査1

鉱山局の現在の仕事のかなりの比箆は砂鉱床についてのも

のに陶けられてい蕃｡そのサンプリングおよび試すい技術

の実験地として陸上の砂金産地に隣接する譲海域が選定され

音波探査による海底下務部窯での堆積層の構造1分布の調査

表層サンプリング2種の方式による試すい擦取コア等に

ついての鉱物学的研究砂金含有量の決定などの実施.こ

の調査は地質調査所との共同研究

ユ.遂*1.50.9**

紳1970年は予算の減少それ

にともない人員は55名程

度に縮少

なお鉱山局の仕事についてはとくに鉱物資源の開発

面との関連ポ深いので後の章(海域の鉱物資源)で再び

ふれる部分がありまた現行の探査技術のやや詳細に

ついても後記の予定である.ここでは地質調査所の場

合と同様主要設備の一つとしての鉱山局保有の調査船

の写真をのせる.･

勿止込z主坐ろ乃抑鑑鉱調慶葦

サンブランシスヌ北酉の皿ルテルおよび南カリフォルニア

のコロナドの雨礁(Bank)を対象とし限定された海域(1コ

ロナド礁で滅約4?㎞2)につき各種物理探査サンプリング

ドレッジ水中テレビ観察等を実施以後¢)内業を通じて地

質断面図鉱石品位分布図讐の作成

試すい技術の室内実験:

模型実験テスト･タンクによる砂鉱(宋固結新規堆積層)堀

さく機構の研究飽

第2段階と一しての鉱業システムの範ち喚うに入る業務

については現在既存デｰタの集収とその検討期にあ

ると思われる淋小規模ながら次の基礎研究カミある､

砂鉱選鉱試験

マンガン団塊の処理技術

金属団塊等の吸引採取法の模型実験

同局の業務もまた地質調査所等政府機関大学等

との間の共同調査研究として実施されているものが多

いが仕事の目的と性格上民間合杜との間は共同協約

を取り交して海域での調査への巽聞会社の参加等を

呼びかけている｡すでにユ岬1エス1スチｰル社ア

ナコンダ杜オンブル石油会社等数社の参加がみられて

その他の関,達政府機関

前記の地質調査所鉱山局以外で広い意味での海洋地

質に直接間接に関係をもつ機関について簡単にふれる

ことにする.ここで簡単に訂その他の機関｣として扱

うことはこれらの機関が海洋地質の分野に関しての重要

度ないしは関連度秘低いということではない.その理

由は筆者がこれらの機関の23を短時間に訪問しただ

けであり資料入手もまたきわめて不十分であるからで

ある.

鶴公有土地管理局(馳鵬鯛0f肋皿dMa皿a9帥釜皿t)

米国には陸上にも連邦所有の土地が広大にある.海

域においては臨海の各州の管轄枢が及ぶ範囲の外側の海

は連邦の管理下にあり公有土地管理局がその名のとお

りお買付げ役である･内務省所属の同局は外部陸棚管

理法(O皿terC㎝t㎞鋤a王Sh6王fL置皿dAct一邦訳筆者)

等紀よって当該海域における鉱区探鉱等の許認可業務

を行なうが､その技術的側面は地質調査所の担当とされ

ている(錦遂図中の外部陸棚管理オフィスOutefconti･

鵬醜1S泓O拓｡eは同局と地質調査所の共同構成が主

である)･地質調査所が前述のとおりコンチネンタ

ル1マｰジンについての広域串組織的な地質図作成計画

を強力に推進しようとしている有力な理由の一つはか�
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がる資源管理面を同局との協同責務において分掌してい

ることに帰することができる.

鑑沿岸測地局(U皿itedS械鵠眺ast&⑭部曲旋

S㎜wey)

同局の業務はここに述べるまでもなく本邦関係音

の闇においては余りに著名である｡同局は現在腐

務省環境科学サｰビス局(略称ESSA)の傘下はあり

その業務は参考資料5によれば以下のとおりである｡

底ESSAの担当する気圏水圏並びにその相互関係等につ

いての幅広い業務のうち同局は水理海洋関係の調査･

.観測を行なう

蕊海底地形測深おもな海流についての調査･観測

妓大陸棚内湾海岸線等地域の測地学的地球物理調査

廠空中写真(赤外線撮影もふくむ)による海岸線部の観測と

津波(地震)観測

さて以上は海洋地質そのものとはいえない凄でもい

ずれの項目もきわめて地質調査所等内務省業務にとって

密接不可分である.ここでは海底地形測深と測地学

的地球物理探査にふれよう.測深等にもとずく海図

の作成と出版は同局業務の歴史的な泰テンシャルによ

って精･粒種々の縮尺のものカ拙版凄れ海洋地質の

調査研究における船位1観測の基本として利用妻れてい

ることは本邦の場合と同様である.いま海図カタ

浜グ(1ユS･Naut五｡alCh雌No.1～No.3)からその枚

数と精度(縮尺)の大要を拾ってみると次のようにな

る.

海域委キ撃コ馨㍍竺亀ノ輔延㌶計

海図赦数38929195奴宴892

縮尺は非常に多種あって1/5呈000から1/3壷1孤章1701こわ

たるか1/20.0001μ0.0001/80,oOOのものが多い､

一方呈海底地形鰯1ζついては広域的なものは1/

1,000,000および1/250,000の2種がシリｰズとして作

成されている,このうち大西洋側とメキシコ湾の

1/1,o00岳0006枚方§出版ずみといわれ今後の業務の主

体は1/250芽000の改訂1作成ぽおかれる模様である､

いま1/250,000地形図第1206N一王5(吻リフホル鳥ア

サンタバｰバラ～パンチングトン)をな秘めてみると緯

高線間隔は水深200臓までは10独(水色の実線で表示)

以深については50m(黒色実線)であり図面は水深区

分別(O～200m200～1,O00鮫エ量O00～婁呈000m.2,0

00～3,000肌3,000～4,000腕)に脊亀の濃淡をもって

ぬり分けられて美しい､この響高線間隔は太平洋側は

前記の規準であるがメキシコ湾では水深200mまで2

m米国北東部の大爾洋側ではそれが5狐というように

海域によって異なっている.これらの相異は海域によ

る地形図利用度の差と海底地形の特異性などによるもの

であろう.

海底地形図に対する要求は米国の場合にあっても

広域的でカテつ水深の大きな海域のものカ増大してき

ている｡これは前に述べた地質調査所の20カ年計画に

よる海壌地質図作成からの要望深海部の試すい1サン

プリングの実施最近における船舶の大型化潜水艦･

船の航行等の要望にもとずくことは容易に理解される.

いずれにしても海洋の地質を解明する前段としも欠か

すことのできない海底地形図の作成は着々として沿

岸測地局によって行なわれているげれどその作成ある

いは改訂のスピｰドの現況は各方繭の要望に応べるに

は遅寿としたものであるとされている苗

沿岸測地局の重要な任務の一つとしての測地学的な地

球勧理観灘は海域の地質ないしは地質構造の冨視的な

情報を提供する.モホｰル計画に関係したほぼ北

米大陸中卒部を東西に帯状に横断する地球物理観測

(Transcontinら斌威Geophys三｡釘iS孤岬ey鑓蘭～39.N)

における太平洋側および大西洋側の海域の重力磁気の

広域調査はこの好例であろう､沿岸測地局によるこの

観測成果は地質調査所によって出版されている,(参考

資料18他)

鶴ス遷ソニアン研究所(Smi倣弧重鋤璽鵬搬鮎置⑰皿)

海洋の生物および地質部門に関して政府機関が行なっ

た調査･研究の標本試料の記録･受入･配布は本研究

所の楽務の一部として義務ずけられている由である.

ワシントンD,C.の本研究所では古生物鉱物堆積に

関する研究業務も行なはれていて米国北東部大西洋の

ノバ･スコティア付近海域の堆積学的研究などがある.

研究所建物内には巨大な試料倉庫カミあり歴史的な海洋

探検のサンブノレなどカミあって印象的である.

織国家科学基金(N甑一Na施醐1Scie皿㏄

跳醐曲伽瓜)

基礎科学研究と教育の強化を目的とするこの基金カミ海

洋関係業務一生として生物地質環境汚染一にもテコ

入れを行なっていることは書き落すことはできない.

調査研究船の建造研究施設などについて大学付置の海

洋研究所紀かなりの資金援助を冬へているといわれる本�
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基金は後記の｢深海試すい｣の実施についても大スポン

サｰである.(つづく)(筆者は石減課長)

参希資料

1.科学技術庁:アメリカにおける海洋関係調査機関と全体海

洋調査計圃昭和40年

2｡泌餐r玉脱Sc五e跳奮Aff鼠1rs1968王969
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8｡源野律郎:政府機関を中心とし淀海洋開発の概況天然ガ

ス∀〇五.夏1nα10昭籾鵡年1蝸

9.科学技術庁:簸3号答申プ原ジェクトと各省庁における海

洋開発関連調査研究との対比表明穐44年(未公表資料)

10.U刊S.G讐｡亘◎幽a1Su醐y:Su㎜maryofMarineGeo-
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望⑪豆窪鮒Geo1ogicaユSurvey,Research,U.S.G.S.

Pr⑪ヂ艶siOnalPaper600･A1968

N鼠t1onalAcademyofSciences:AnOceanicQuest,

不細Intemationa1DecadeofOceanExp1oration1969

び.鼠Depart㎜entoftheInterior:MarineResources

D餐マ餐互｡pmen重1969

貫｡D.Hess:U.S-Bu職uofMi鵬§MarineMini胆g

賞e駿餐概hProgτ盈㎜M罰rineInfoτ㎜atio肌Service,The

C淺雌⑪脱玉澄Divis至｡nof～Iin艶鋤6G馳至⑰墨y,∀o工.21

並⑪目玉2王968

V｡瓦,Mcke1wy勉:SubseaMine麦a1Res㎝rcesand

偲潢��剥��慴潴�敲�癥���瑕����

Circu1奴6191969

佐藤任弘:海底地形学ラティス1969

星野通平:太平洋地学双書181962

艮｡bertK.Latti㎜ore他:Transcontinent記Geophy･

sicalS肚珊y(35㌦39回N),Ma蜘et1cM貝pfro㎜the

Co鎚tofC置1ifomiat0133.WL㎝gitude,U.S.

GeologicalSur∀ey1968
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1冒本分光学会

1.昭和45年3月31目

(火)榊遠月2買

(木)

婁｡昭和45年春季第ユ7

回応用物理学関係

連合講演会

3.貝本女子大学(東

京都文京区目白台

2-8王)

応用物理学会･貝本結晶学会明本分光学会外4学会協

同

東京都新宿区百人町4一道00

東京教育大学光学研究所内

目本分光学会(03)362-788王

･地殻変動および地震活動のシンポジウム

1.昭和45等2月10目～18目

2.地殻変動および地震活動に関する国際シンポジウム

3.ビクトリア大学ウェリントン･貝エｰジランド

4.ニュｰジランド王立協会

5.MLG.W.Markh狐

Excuti∀eO舶｡er,

Roya1Societyo董N竈wZealand,

P.O.Box醐茗We11i㎎ton,

�睚���

･国際地化学探査シンポジウム

エ.昭穐45牢進月工6買～ユ8目

2.国際地化学探査シンポジウム

3.トロントカナダ

4.カナダ鉱山冶金学会および鉱山地質学会

�������

Geologica-Su附eyQfCanada,

601BoothStr鑓t,

��睡���楯�

Canada｡

･岩石力学会議

�

㈮

㌮

�

�

昭和45年9月21目～25日

第2回国際岩石力学学会会議

ベオグラｰドユｰゴスラビア

ユｰゴスラビア岩石力学および地下構造学会

SekretarijatIIkon駅esaMedunarodnogdm§tva

zamehanik篶stena

Institutzaマ｡doPriw樫du``JaroslavCemi"

Bu1eY砥∀ojT0d婁Mi§ica43

��牡搭�杯獬慶楪愀

･地熱開発利用に関するシンポジウム

1.醐靴45年9月22賢一0月工目

2.地熱開発および列席に関ナる国際連合シンポジウム

3.ピサイタリア

4､国際連合およびイ券シア政府

5.M里､Geo丹reyR｡豆｡b讐｡n

Tech瓜iεa1Secretary

U泌eδ双嚢tionsGeothermalSympos三um

しTn三重鷲&N嚢を五0nS

N餐灘York,N.Y.10017

售��

〔注〕工.鯛催年月2.会合名3.会場4.主催者

嚢｡遼籍先(掲載順位は原稿到着順)�


